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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのすすめ＞
主は言われた。「わたしは、あなた方の先祖をエジプトの地から導き出した時から今日にいたるまで、おごそかに彼らを戒め、絶えず戒めて、わたしの声に聞き従うようにと言った」。
エレミヤ書 第11章７節
しかしイスラエルの民は神に従わず、その耳を傾けず、各々自分の悪い強情な心に従って歩んだ。それゆえ主は「見よ、わたしは災いを彼らの上に下す。彼らはそれを免れることはできない」（同11章11節）と言われる。
日本がポツダム宣言を受けて世界の歴史の区切りを刻んだ。明治から積み上げて来た日本の国家体制は、神から審きを受けたが、その敗戦の自覚の足りないままに高度経済成長に煽られて今日に至っている。ここに神の災いが下された。安倍政権になって軍靴の足音が騒々しくなっているからだ。「教育悪改革」では、教科書道徳教育の教科の導入、権力的恣意と関わりの深い「特定秘密保護法」の成立と「靖国神社参拝」。残すは参加しなくても実行者と同じ厳罰の「共謀罪」の創設。「集団的自衛権」の行使。仕上げが「憲法改悪」と「いつか来た道」にひた走っている。
今や、戦後が勝ち取った「国民主権」・「基本的人権」・「平和主義」は風前の灯火である。戦後69年とは言え、戦争の悲惨さ、苦しみ、涙を忘れたのであろうか。「日本人は戦後の再建では、政治と経済では血眼になったが、文化には熱意と関心が足らず、宗教は全く顧みぬ有様である。ユネスコ憲章にある『平和の防衛は人間の心の内に建てるもの』から見るならば、人間の深奥に位置する宗教を無視して平和が成り立つであろうか。（総司令部宗教文化資料集、1948年）」。「長期にわたる政治的混乱と天皇制とのどちらを取るかの選択を迎えた場合、後者（天皇制）の方がより悪であることは間違いない。天皇制が存続する限り、日本人は決してデモクラシーの根本的を学ぶことも実践することもない」（総司令部政治顧問 ジョジー・アチソン「大統領への機密電文」）とある。
今日の映し出している状況は、まさにこの付けが回って来たものである。「戦後政治の総決算の靖国神社に参拝して何が悪い」と開き直り、「従軍慰安婦問題はなかった」、「日韓会談で全て形が付いている」と、相手の痛みを知ろうとしないこの発言は今も続いている。戦後「一億総懺悔」と戦争指導者に煽られて、真の懺悔も悔い改めもなく精神の荒廃のまま高度成長を謳歌して、今日、精神性の乏しい民が輩出しているのである。
この民の中で、教会の靖国反対の闘いの展望は開けるのだろうか。あるとするならば、一人一人の信仰者が「この時を敏感に把握し、義なる神の宣告の御言葉に驚きをもって恐れ、それに対応した服従の道に徹する」しかない。この国家権力の肥大化を抑制する力は、絶対化する近代国家を相対化する絶対者なる神の言葉、しかないのである。主がエレミヤに臨んだように、現状をよく見つめたうえで主の戒めを正しく聞いて従う以外にないからである。
＜祈り＞
主よ、時を鋭敏に知る能力とあなたの御言葉を真摯に深く悟る能力が与えられて、あなたの栄光のために闘う力にしてください。　　　　　　　（島田善次　九州中会ヤスクニ問題委員会委員長）
靖国神社国家護持問題とわたし
芳賀繁浩（豊島北教会牧師）
　８月15日(金)、千鳥ヶ淵戦没者墓園で開催された「8・15平和祈祷会」に参加しました。安倍首相のもと急激に進みつつある「戦後レジームからの脱却」への危機感からか、用意されていたプログラムが足りなくなる程の盛況（？）でした。
　祈りの中でそれぞれが覚えている危機感と課題を分かち合いました。何よりの懸念は、集団的自衛権の発動による自衛隊の海外出動の結果、日本国憲法下での最初の「戦死者」が生まれること、靖国神社に「新しい英霊」が合祀され、首相をはじめとする閣僚や国会議員、そして天皇が参拝すること、教師に引率された生徒たちが集団参拝を行うこと……、記録映画でしか見たことのないような光景が眼前に現出するといった事態でした。
　その中で、冗談のようでしかし決して冗談では済まされない懸念は、集団的自衛権の名の下、アメリカ合衆国軍と共同の「テロとの戦い」のため、「自由と民主主義」のために死んだという理由から、アメリカ合衆国大統領が靖国神社参拝を行うという悪夢のような光景です。
　そこまで極端なことを考えずとも、集団的自衛権のもとでアメリカ合衆国軍と共に戦って命を落とした自衛隊員が靖国神社に合祀された場合、アメリカ政府は日本国首相に、これまでのように靖国神社参拝を控えるように圧力を加えることは困難になるであろうことは想像に難くありません。
　A級戦犯を祖父に持つ安倍首相にとって、「戦後レジームからの脱却」が、究極的にはA級戦犯の名誉回復を意味するものであるとするならば、その頂点が、A級戦犯を神として祀る靖国神社にアメリカ合衆国大統領の頭を下げさせることであったとしても、それは決して突飛な空想とは言えないでしょう。
　平和祈祷会終了後、その足で靖国神社に足を運びました。すでに警察による交通規制が始まっており、そこを様々なナンバーの街宣車が通り過ぎます。かつてのように大音量で軍歌を流したりしないところに、逆に靖国神社国家護持を求める人たちの余裕と自信を感じてしまうといったら考えすぎでしょうか。来年の８月15日を、（戦時中としてではなく！）戦後70年として迎えることができるように祈らずにはいられませんでした。
「戦争と教会」　… バルメン宣言からヒトラーの戦争へ …
８月15日、大阪北教会で標記の題にて講演会が行われました。講師は河島幸夫先生（西南学院大学名誉教授）、主催は近畿中会・教会と国家に関する委員会。出席者は69名でした。そこで語られ、私が理解した内容のエッセンスをＱ＆Ａ方式でまとめてみました。
問  そもそもバルメン宣言とは何ですか。
答　ドイツでヒトラー率いるナチスが政権を掌握した状況下の1934年５月、ドイツ福音主義教会がバルメン地区で開催した会議で採用された信仰告白であり神学宣言です。当時、ドイツではナチスの世界観や政策に迎合したドイツ・キリスト者というグループが力を持っていましたが、バルメン宣言は彼らの間違いを白日のもとにさらし、教会がその後、世界大戦へと突き進むヒトラーと闘い抜いてゆく上で、なくてはならぬ貢献をしたのです。
問　遠いドイツの教会の闘いを、私たち日本のキリスト者が学ぶ必要性を教えて下さい。
答　ちょうど同じ時期、日本の教会は戦時体制下にあって、平和のために何かするどころか天皇を拝んで戦争に協力していました。「教会は大事である。だが国家はそれ以上に大事である。国家は教会の受肉すべき地盤だからである」（日本基督教団戦時布教指針）というところに立っていたのです。日本がこの先、危険な道を進んで行くかどうかの岐路に立っている今、ドイツの教会の経験に学ぶことが、この国で平和を実現してゆくための基本中の基本になるのです。
問　ヒトラーはキリスト教に対して、どういう態度を取ったのですか。
答　ヒトラーはナチスの綱領第24条で、「我が党は一定の宗教的信仰に拘束されることなく、積極的キリスト教の立場を代表する」と定めました。ここでの「積極的」という言葉は大変うさんくさいものです。ヒトラーはその言葉とは裏腹に、教会を無力化させることをたくらんでいたのです。キリスト者の共同体からユダヤ人は排除されました。
問　ドイツの福音主義教会にとって、バルメン宣言の特にどの点が大きな力を持ちましたか。
答　バルメン宣言の第一命題は語っています。「聖書において証しされているイエス・キリストは、我々が聞くべき、また生と死において信頼し、服従すべき神の唯一のみ言葉である。教会がその宣教の源として、神の唯一のみ言葉のほかに、またそれと並んで、更に他の出来事や力、現象や真理を、神の啓示として承認しうるとか、承認しなければならないという誤った教えを、我々は遠ざける。」これはヒトラーの登場やドイツ民族の力とかいうものを、神の直接的な賜物として賛美して受け取ることへの決定的な反駁になりました。キリストと一緒に偶像を拝んだ日本の教会こそ、ここに学ばなければなりません。
問　ドイツ福音主義教会は、まことに厳しい時代に生き残ることが出来たのですか。
答　確かに教会は困難に陥り、殉教者も出しました。しかしみ言葉に立ち続けることで教会離脱者が減少し、献金が８倍も増加するなど教会活動はかえって活発になりました。そして戦後、政府が存在しない中、ドイツ国民を指導する重要な役割を果たしたのです。「私たちは大きな痛みをもって申し上げます。私たちによって多くの民族と諸国の上に果てしない苦難がもたらされたことを。…　私たちは自らを告発します、もっと勇敢に告白しなかったことを、もっと忠実に祈らなかったことを、もっと喜ばしく信じなかったことを、そしてもっと熱烈に愛さなかったことを。」（シュトゥットガルト罪責宣言、1945年10月）
　　　　　　　　井上　豊（広島長束教会牧師　近畿中会・教会と国家に関する委員会委員長）
＜沖縄と連帯する二つの集会報告＞…東京
・沖縄の人たちに連帯する「首相官邸前8.23辺野古同時抗議行動」
・「普天間基地ゲート前でゴスペルを歌う会」に連帯する「首相官邸前でゴスペルを歌う会」
大橋亘（大和教会長老　大会靖国・キリスト者平和ネット連絡調整員）
私は「8.23辺野古新基地建設の中止を求める辺野古集会」と連帯する「首相官邸前8.23辺野古同時抗議行動」に参加しました。狭い歩道に約500人が詰めかけて、警官に「囲いのロープからハミ出るな」と厳重に監視される中で“米軍基地建設反対”の横断幕やプラカード等を掲げていました。辺野古抗議集会は予定した2000人に3600人以上が集まったと報じられ、特に海上保安庁の警備の行き過ぎが取り上げられました。8/12～8/15のボート抗議活動の学生がこの集会に駆けつけて海保の暴挙の実際をリアルに報告され、米兵にレイプされて裁判に関った姉妹が状況と現状を切々と訴え、また自らの生活の責務を離れてとにかく沖縄の現地を見ようと出かけた婦人は「現地
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に行くことが一番」と力強く訴えられました。
次に８月25日（月）、「普天間基地ゲート前でゴスペルを歌う会」と連帯する「首相官邸前でゴスペルを歌う会」に参加しました。そこで朗読された沖縄の婦人のメッセージを、短くまとめて報告します。「… オスプレイ配備の普天間基地・即時返還の要求をあざ笑うかのように、2012年10月１日のオスプレイの強行配備が始まりました。それ以来、10月22日から毎週月曜日、夕方６時～７時までの１時間、普天間基地の野立ゲート前でゴスペルを歌い、み言葉を聞き祈り続けています。７月７日で92回となりました。… どんなに一生懸命に歌ったからと言ってこの現状が変わるという保証はどこにもありません。しかし私たちは、歌い続け祈り続けます。神に向かって祈るのです。ゴスペルの歌詞の一つ一つは私たちの魂の叫びであり祈りです。こういう形で私たちの切なる祈りを表現するしかないのです。キリスト者として立つべきところに立って祈るしかないのです。というより、神ご自身が私たちキリスト者をかく有るべく導かれたからです。私たちの心からの讃美は、神が平和を実現してくださることを固く信じ、神に造られた人間としての精一杯の真実を表現しているのです。
　6月のゴスペルの時、１時間の間にオスプレイ10機、空中給油機10機が頭上50メートルの高さを飛んで普天間基地に帰って行きました。沖縄には人が住んでいないかのように、私たちを虫けらのように押しつぶして頭上を飛ぶオスプレイや軍用機。この現実に私は恐ろしさに震え打ちのめされ、ショックで言葉を失い涙が出ました。
私たちは戦争につながるすべてのものに拒否します。決して許すことはできません。キリスト者としての非暴力の行動が、今こそ立つべきだと私は思います。キリストはどこにおられるのでしょうか。遠い空の上ですか …。今この頭上で平和の戦いをしている人々、最も貧しく、しいたげたれ、苦しんでいる人々の中に、十字架を負い、血を流されたお姿で人間の罪を担って下さっているのです。そしてこの場所、ゲート前のゴスペルの集いに顕在すると私は信じています。それが10数人の少数になったとしてもです。しかし、いつか終わりの時もまた来ることでしょう。その時は神様がお決めになると私は信じています」。
＜2014年度靖国神社問題全国協議会＞
◇日時：2014年10月14日（火）18:30～20:30　
◇会場：蒲田御園教会　☎03-3738-0038　　　　　　　　　　　　　　　　◇今、『現代日本の状況における教会と国家に関する指針』を読む　発題：篠塚予奈（東京告白教会牧師）　『ヤスクニもんだいってな～に？』を編集して　発題：井上　豊（広島長束教会牧師）
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